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（2）検討対象区間
検討対象区間は、支川の茨木川合流点（12.3k）で河

道断面が倍以上に大きくなることから、放流の原則（30
分当たり30cm以下の水位上昇）を考慮して、ダムサ
イトから茨木川合流点までの区間としている。（図-3）

5．河原性鳥類の生息状況やダム供用前の自然出
水頻度を踏まえたフラッシュ放流計画の検討

ダム下流河川において礫河原を繁殖・営巣・生育に
利用している河原性鳥類が生息している可能性が示さ
れたことから、この鳥類の生息・繁殖状況の調査を行
ない、鳥類の繁殖行動に応じて可能な限りフラッシュ
放流の影響を低減することを検討した。検討にあたっ
ては、抱卵場所がフラッシュ放流により冠水した場合、
卵が流出し、繁殖は失敗すると想定されることから、

「繁殖期に礫河原の繁殖場所（抱卵場所）が冠水しない
こと」を影響低減の考え方とした。なお、幼鳥につい
ては、立ち上げ時に30cm/30分を超えない水位上昇
速度で放流するため、幼鳥であれば、冠水しない部分
への逃避が可能と考え、配慮の必要性は低いと考えた。

（1）河原性鳥類の生息・繁殖状況調査
まず初めに、砂礫河原で繁殖を確認している河原性

鳥類の詳細な生息状況・繁殖状況を把握することを目
的として、河原性鳥類の生息・繁殖状況調査を実施し
た。調査は令和2年度、令和3年度の2カ年で、繁殖
期間を含む2月〜 8月の期間に適宜実施した。河原性
鳥類が生息している砂礫河原周辺の河川沿いを踏査

図-3 検討対象区間
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表-2 河原性鳥類の生息状況調査結果
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し、河原性鳥類の生息が確認された場合には、繁殖期
間に3回以上、河原性鳥類の繁殖状況を確認し、可能
な限り、営巣位置を記録した。

河原性鳥類の確認状況を表-2に示す。2カ年にわた
り河原性鳥類の繁殖活動が確認されたことから、河原
性鳥類が礫河原を繁殖地として利用していることが
確認された。また、繁殖段階でみると、令和2年度は
3月に抱卵し、4月には幼鳥が確認されていた。なお、
6月に抱卵と思われるすわりが確認されたが、その後
幼鳥は確認されなかった。令和3年度も令和2年度と
同様に4月には幼鳥が確認されたことから、3月に抱
卵していると思われる。

（2）�河原性鳥類が生息・繁殖している箇所の流量別冠
水状況の検討

現地調査で確認された河原性鳥類の営巣箇所の冠水
流量について、不等流計算により試算を行った。不等
流計算の計算条件を表-3に、検討結果を図-4に示す。
調査時に確認された河原性鳥類の幼鳥確認位置と合わ
せると、5㎥ /s放流では冠水せず、10㎥ /s放流では一

部冠水するもののその規模は小さい。一方で、30㎥ /s
放流では測線Aでは礫河原の半分以上が、測線Bでは
営巣確認位置が、冠水すると予測された。

（3）ダム供用前の自然出水の頻度の整理
（1）より礫河原での河原性鳥類の営巣が確認され、

（2）より、10㎥ /s放流、30㎥ /s放流では営巣箇所の
一部が冠水することが示された。このことより、河原
性鳥類の一般的な繁殖期である3月〜 6月の期間は可
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図-4 河原性鳥類の推定営巣確認位置とフラッシュ放流流量別水位計算結果

検討項目 条 件

検討範囲 河原性鳥類の営巣箇所付近の断面として、R1測量成果

から砂礫河原が存在する箇所の横断測量結果を用い

た。 

計算条件 河道は令和元年測量成果を用いた。 

検討範囲の最上流の横断面に出発水位を与え不等流計

算を行った。粗度係数は0.03とした。出発水位はNo.150

断面の以下のＨ－Ｑ式より求めた。 

Ｑ=38.8399（Ｈ-25.7099）2   （HはT.P+m） 

計算対象 

流量 

フラッシュ放流の影響確認のため、１，5，10，15，20，

25，30m3/sの7ケースとした（1m3/sは平常時の流量）。

表-3 不等流計算の計算条件
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※流量について、実際の運用においては、下流河川の利用者の安全を確保しながら実施していく。

※流量について、実際の運用においては、下流河川の利用者の安全を確保しながら実施していく。

　*印は実施時期を示す。

4月～11月：月1回

環境改善放流の効果 設定流量 1月 8月 9月 10月 11月 12月 実施時期、頻度2月 3月 4月 5月 6月 7月

流況に応じた
砂礫河原の維持・更新

30m3/s
4月上旬：植生繁茂直前
7月上旬：ﾔﾅｷﾞ類の種子散布直後
10月：非洪水期前の撹乱

ヤナギ類の
　種子散布期

ネコヤナギ

***

カワヤナギ

砂礫河床の保全 10m3/s * * 4月下旬：魚類の産卵期直前
5月～6月：魚類の産卵期
5月～9月：洪水期に月1回程度

主な魚類の産卵期

* *

*付着藻類の更新 5m3/s * ** * ** *

*
異常繁茂した糸状緑藻類の

剥離
5m3/s 3月下旬：繁茂期直前

9月下旬：繁茂期直前

糸状緑藻類の
　繁茂期

カワシオグサ

*

アオミドロ類

過剰なよどみの解消 4m3/s 5月上旬：代かき期
5月中旬：田植え開始時期
6月中旬：田植え終了時期

農業・水利

代掻き期

** *

田植え時期

灌漑期
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環境改善放流の効果 設定流量 1月

7月上旬：ﾔﾅｷﾞ類の種子散布直後
10月：非洪水期前の撹乱
※4月上旬のフラッシュ放流は河原性鳥類へ
の配慮及び自然出水でも同等規模の出水が発
生しないことから実施しない。
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*砂礫河床の保全 10m3/s
4月下旬：魚類の産卵期直前
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5月～9月：洪水期に月1回程度
※赤文字：今回の検討対象

主な魚類の産卵期

* **

*付着藻類の更新 5m3/s * ** * ** *
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況や既往出水頻度を踏まえた結

果、実施

30m3/s：河原性鳥類の生息状

況や既往出水頻度を踏まえた結

果、実施しない

既往 

更新 

図-5 既往のフラッシュ放流計画年間パターン

図-6 更新したフラッシュ放流計画年間パターン



7574

能な限りフラッシュ放流による影響を低減することが
望ましいことが示唆された。そこで、既往の環境改善
放流計画における河原性鳥類への配慮を検討するため
に、下流河川のダム供用前の自然出水頻度を整理した。

ダム供用前の日最大流量の規模別月別頻度を表-4
に示す。規模別月別頻度は予測により算出した。ここ
で、既往計画では、河原性鳥類の繁殖期である3月後
半〜 6月の期間では、3月に最大放流量5㎥ /s、4月に
最大放流量5㎥ /s、10㎥ /s、30㎥ /s、5月に最大放流
量4㎥ /s、5㎥ /s、10㎥ /s、6月に最大放流量5㎥ /s
の放流を実施する予定である。

冠水の可能性のある最大放流量10㎥ /s、30㎥ /sに
ついて各月の安威川ダム下流河川のダム供用前の自然
出水の状況を確認したところ、3月はほぼ発生してお
らず、4月は、10㎥ /s以上の自然出水は0.3日/年（概
ね3年に1日程度）発生している。30㎥ /s以上の出水
は発生していない。5月は、10㎥/s以上の自然出水は1.5
日/年（1年に1 〜 2日程度）発生している。すなわち、
4月、5月ともに、10㎥ /s出水は定期的に発生してい
る一方で、4月は30㎥ /s出水はほぼ発生していなかっ
た。

（4）�河原性鳥類の生息状況やダム供用前の自然出水
頻度を踏まえたフラッシュ放流計画の更新

以上の検討結果を踏まえ、河原性鳥類の営巣箇所
が冠水する可能性のある最大放流量10㎥ /s 、30㎥ /s 
について、河原性鳥類の生息状況に配慮し、既往のフ
ラッシュ放流計画を更新した（図-6）。

4月、5月に予定している最大放流量10㎥/s のフラッ
シュ放流については、4月、5月はダムがない場合に
おいても10㎥ /s規模の出水が発生することから、実
施することとした。4月に予定している最大放流量30
㎥ /sのフラッシュ放流については、ダムがない場合
においてほとんど発生しないことから、実施しないこ
ととした。

6.　おわりに

安威川ダムはR4年9月に試験湛水を開始し、管理・
運用まで間近となっている。フラッシュ放流計画の策
定においては、これまで専門家に意見を頂きながら、
様々な角度から作成・更新されてきたが、今後は、実
際の管理・運用の中でその効果や課題を把握していく
ことが重要である。河原性鳥類への影響把握について
も、繁殖段階に応じて繁殖地の利用状況も異なりフ
ラッシュ放流の影響の程度も異なってくることを踏ま
えたフラッシュ放流計画の更新が想定される。

今後は、今回更新したフラッシュ放流計画の妥当性
について、引き続き、河原性鳥類の生息・繁殖状況調
査等のモニタリングを行いながら検証し、適宜、フィー
ドバックさせていくPDCAサイクルによる見直し等を
行っていきたい。
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間

0～3m3/s 29.8 28.1 28.5 26.9 25.3 23.6 24.5 27.6 26.2 27.2 28.2 30.1 326.0

3～5m3/s 0.7 0.2 1.7 1.9 2.4 2.9 2.7 1.3 0.8 2.1 0.9 0.5 18.1

5～10m3/s 0.4 0.0 0.7 0.9 1.8 1.6 1.5 0.7 1.4 0.7 0.4 0.1 10.2

10～15m3/s 0.1 0.0 0.1 0.2 0.6 0.5 0.8 0.3 0.4 0.3 0.3 0.1 3.7

15～20m3/s 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.2 0.4 0.3 0.4 0.1 0.0 0.1 1.8

20～30m3/s 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.0 1.4

30m3/s以上 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.9 0.8 0.6 0.6 0.5 0.1 0.1 4.1

月
流量規模

水質予測期間(H7～H16平均) 単位：日

4月、5月の 10m3/s以上の出水頻度 

表-4 日最大流量の規模別月別頻度（ダム供用前）




